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1

『

真
俗
雑
記
問
答
鈔
』

に

見
る

歌

会
次
第
を
め
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っ

て

ー
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は
じ

め

に

　

頼
瑜

僧
正

（

一

二

二

六

ー
＝
二

〇

四
）

の

『

真
俗
雑
記
問
答
鈔
』

（

以
下

『

真
俗
雑

記
』

）

に

は
、

頼
瑜

自
身
の

和
歌
や

漢
詩

、

夢
想
の

記
事
や

歌

書
目

録
な
ど

、

文
学
に

関
わ
る

記
述
を

多
く

見
出

す
こ

と

が
で

き
る

。

こ

う
し

た

文
学
関

係
の

記
述
は

、

僧

房
世

界
に

お

け
る

文
学
的
環
境

や
、

そ
の

営

為
を

探
る

上
で

非
常
に

注

目
さ
れ

る
。

『

真
俗
雑
記
』

に

見
ら
れ

る

頼
瑜
の

和
歌
や

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　〔
1）

歌
書
目

録

に
つ

い

て
は

、

拙

稿
に

お
い

て

既
に

論
じ
た
こ

と

が

あ
る
が
、

本
稿
で

は

今
ま
で

注

目
さ

れ
る

こ

と

の

な

か
っ

た

　

　
　

　

　
　

　
　
　　

「

真
俗
雑
記
』

第
二

巻
に

見
ら
れ

る

「

歌
会
次

第
の

作
法
」

の

記
事
に

着
目
し

、

考
察
す
る

。

　

歌

会
次
第
と

は
、

歌
人

が

集
ま
っ

て

詠
ん

だ

歌
を

披
露

す
る

会
の

式
次

第
の

こ

と

で

あ
る

。

周

知
の

よ

う
に

、

頼

瑜
に

よ

る

『

真
俗
雑
記
』

の

記
述

以
前
に

も
、

藤
原
清
輔
の

『

袋

草
子
』

や
上

覚
の

『

和
歌
色
葉
』

、

順

徳
院
の

『

八

雲
御
抄
』

、

藤
原
定
家

の

『

和
歌
秘
抄
』

な

ど

に

そ
の

具
体
相
が

伝
え
ら

れ

て

お

り
、

中
世
に

至
る

と

歌

学
の

大
系
の

中
に

組
み

込
ま

れ
て

く
る

よ

う

　

　（
3）

に

な
る

。

し
か

し
、

そ
の

ほ

と

ん

ど

が
、

歌
人

と

呼
ば

れ

る

実
作
者
に

よ
っ

て

記
さ
れ

た

も
の

で

あ
る

の

に

対
し
て
、

頼
瑜
に

　
55

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

2

よ

る

『

真
俗
雑
記
』

の

歌

会
作
法
の

次
第
は

、

僧
侶
が

記
録
し
た

歌
学
と

し
て

注
目

さ
れ
る

。
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本
稿
で

は
、

先
行
の

歌
学
書
の

記
述
と

、

び

上

が

ら

せ

て

み

た
い

。

『

真

俗
雑

記
』

の

記
述
と

の

比

較
検
討
を

通
し
て

、

『

真
俗
雑
記
』

の

特
徴
を

浮
か

『

真
俗
雑
記

問
答
鈔
』

に

見
る

歌
会
次
第
の

作
法
に
つ

い

て

　
『

真
俗

雑
記
』

第
二

巻
に

は
、

漢
詩

作
法

に
つ

い

て

書
か

れ
た

「

作
文
事
」

に

続
い

て
、

「

詠

歌
事
」

「

連
句
事
」

「

連

歌
事
」

と
い

う
具

合
に

、

作
法
に

関
わ
る

事
柄
が

多
く
記
録
さ

れ

て

い

る
。

今
回

考
察
す
る

「

詠
歌
事
」

に

は
、

次
の

よ

う
に

あ
る

。

15
＊

大
谷
大
学
本

を

底
本
と
し

て

翻

刻
し

、

私
に

行

数
を

付
し

た
。

こ

の

　
て

に

見
る

こ

と
が
で

き
る

。

諸
本
の

校
異
は

翻
刻
の

後
に

付
し

た
。

「

詠
歌
事
」

は

今
回
調
査
し

た

他
の

『

真
俗
雑
記
』

伝
本
全

二

　
詠
歌

事

讀
和
歌
題一

事
并
清
書
等
事

　

　
　
　

　
　
　
ヨ

メ

ル

　

　
　

　
ヤ
マ

ト
ウ
タ

ト

若
】

首
題
之

時
ハ

詠

其
題
一

和

歌
可

讀
也
若
二

首
題

或
三

四

首

　

　
　
　

　
　
ナ

ン

　

　

　
　

ヤ
マ

ト

ウ

タ

ト

題
ノ

時
ハ

詠
ス

ル

何
ノ

首
ノ

和

歌
可

讀
也

凡
和
歌
題
ヲ

ハ

訓
二

讀
之
云

々

清
書
ハ

三

行
三

字
二

書
也

但
三

四

首
ノ

時
ハ

必
不

然
云

々

凡
和
歌
ノ

清

書
ヲ

ハ

以
不

讀
為
故
実
→

云
々

和
歌
題
ハ

縦
雖
五

字
不
去
声
也
云

々

我
ハ

去
々

上

後
説
謬
偽
歟

講
歌
事
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頼瑜の 歌学 （高橋）

1015
　
　
三

20
　
　
四

25
　
　
五

先
歌
置
文
臺
欟

蓋

之
時
ハ

文
臺
仰
レ

テ

之
絎
後
チ

讀
師

取
文
臺
，

覆
レ

セ

テ

之

若
有
レ

序
之

時
ハ

先
開
レ

序
者
之

歌
下
ヲ

向
ニ

フ

テ

主
入
弓

置
二

文

　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
ア
ケ

テ

臺
之
上一

次
講

師
指

聲
二

讀
之
次

讀
師
又

揚
レ

聲
講
レ

之
其
後
次
々

歌
取
之
前
キ

ノ

序
者
之

歌
上
二

自
下

臈
次
第
二

重

之
講

詠
作

法
只
如
前
主

人

之
歌
結
句
講
之
題
ヲ
ハ

初

番
三
詠

歌
許
ヲ

可

讀

次
々
ハ

名
輿
歌
許
可

讀
之

讀
師
講
師
間
事

講
師
ハ

是

會
中
之

上
脇
勤
之
所
謂

開
歌
置
二

文
臺
…

講

師
ハ

下

臈
ハ

々

々

之

故
也
且
ハ

序
并
題

等
二

得
心
堪

能
之
人

勤
之

指
聲
二

讀
上

之

讀
師

其
後
詠
之
具

指
聲
三

反
可
讀
也

若
秀
歌

出
来
ノ

時
ハ

四
五

反

詠
之
云

々

和
歌
序
事
　
　
凡
和
歌
序
者

無
式
法
以

此

為
習
云

々

序
者

端
書
ハ

某
臼
同

詠
某
題
和
歌
ト

書
也
餘
人
ハ

岡
ノ

字

不
書
也

某
日
モ

常

無
此

義
歟
若
題
有
三
四
首

之
時
ハ

先
〜

菖
計
ヲ

書

載
テ

残
ヲ

ハ

加
タ

リ

ト

書
テ

注

何
首
可

書
之

其
次
二

并
小
序
ト

書
也
云

々

序
者
初
如

此

載
了
ヌ

レ

ハ

至
歌
処
二

無
書
題

餘
名
皆
可

書
也

置

白
紙
儀

若

卒
爾
等
難
題
之
時
可
及

白
紙
者
題

目
并

位
暑

斗
ヲ

書
テ

諸
人

置
歌
之

後
置
也
逐
電
不

居
講
席
之
座

評
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校

異

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
な

カけ

4
詠
t
ナ

シ

圏
團

、

5
三

字
i
ナ

シ

圜
、

7
我
ー
或
國

、

7
我
表
々

上

後
説

謬
偽
歟
…

（

注
）

圈
、

10
有
−
者
圜

、

者
圓

、

10
覆

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　

之

ー
覆
圃

、

10
者
−
有
圖
國

、

13
前
ー
赤
圏

、

赤
園

、

13
主
人

ー
生

人
圓

、

13
許

i
評
圏
國
圓

、

14
許

−
評
圃

、

14
読
之
−
読
之

也
云

云

圈
園
圏

、

読
之
也
云

云
イ

園
、

16
講
師

−
読
師
驪

、

17
々

々

ー
下
臈
翻
園
圏

、

18
読
…
講
圏
圏
園
圃

、

19
出

ー
書
園

、

20
和
−
智

圜
、

20
無
式
法
−
無
或
法
無
様
圏、

無
式
法
無
様
園

、

2ー

ヨ

i
同
圖
園

、

22
義
ー
儀
鬪
園

、

22
先
−
光
圃

、

22
計

ー
許
鬮
園
鬪
鬮

、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
ん

イ
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
　
イ

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
ヨ
こ

23
注
ー

註

鬮
、

24
名
ー
人
鬮
園

、

名
圜
園

、

26
等・

i
并
圃
園
圃

、

等
圜
園

、

26
暑
斗
−
四

者
許
鬮

、

署
許
園

、

暑
斗
颶

、

暑

計
圃

、

　

　
　
　

　
　ら
ヨ

カマ

27
逐

ー
遂
圏

、

遂
園

、

27
之

i
也
圈
圖
園
圃

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

算
用
数
字
は

行
数
を

表
す
）

　
（

諸
本
の

略
号
）

　

底

本
…

『

真
俗

雑
記
問
答
抄
』

（

大
谷
大

学
蔵
写

本
、

十
三

冊
、

宝
暦
八

年
（

一

七

五
八
）

頃

写
）

　

圏
…

『

真
俗
雑
記
』

（

種
智
院

大
学
蔵
写

本
、

四

冊
、

元
禄
二

年
（

一

六

八

九
）

頃
写
）

　

園
…

『

真
俗
雑

記
』

（

東
大
寺
図

書
館
蔵
写
本

、

十
一

冊
、

元

文
二

年
（

冖

七
三

七
）

写
）

　

圖
…

『

真
俗
雑

記
』

（

智
積
院

蔵
写
本

、

十
二

冊
、

明
和
三

年
（

一

七
六

六
）

写
）

　

國
…

『

真
俗
雑
記
』

（

東
大
史

料
編
纂
所
蔵
謄
写
本

、

十
一

冊
、

昭
和
六

年
（
一

九

三
一
）

写
）

　

圃
…

『

真
俗
雑

記
抄
』

（

内
閣

文
庫
蔵
写

本
、

二

冊
、

書
写
年
不
詳
）

　
こ

の

よ

う
に

「

詠
歌
事
」

は
、

「

一

讀
和
歌
題　

事
并
清
書

等
事
」

「

二

講
歌
事
」

「

三

讀
師
講
師
問
事
」

「

四
和

歌
序
事
」

「

五

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
4）

儼

白
紙

儀
」

の

ご

と

く、

さ
ら

に
細
か

く
五

つ

の

事
柄
に

分
け
て

記
さ

れ

て
い

る
。

そ
こ

で

次
に

、

こ

れ

ら
の

記
述
を

、

項
閉

258
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（
5）
　

　
　

　

　

（
6）

ご

と

に

『

袋
草

子
』

『

和
歌

色
葉
』

『

八

雲
御

抄
』

『

和
歌
秘
抄
』

と
い

っ

た

他
の

歌

学
書
と

比

較
し
て

み

た
い

。

　
『

真
俗
雑
記
』

歌
会

次
第
は

、

和

歌
の

題
の

読
み

方
と

、

清
書
の

仕
方
に

つ

い

て

記
す
「

一

　

讀
和

歌
題
一

事
并
清

書

等
事
」

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ヨ

メ

ル

　

　
　

　

ヤ
マ

ト
ウ

タ

ト

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
ナ
ン

よ

り
は

じ

ま
る

。

題
の

読
み

方

は

「

若
一

首
題

之

時
ハ

詠
其
題
一

和

歌

可
讀
也
若
二

首
題
或
三

四

首
題
ノ

時
ハ

詠
ス

ル

何
ノ

首
ノ

ヤ
マ

ト

ウ
タ

ト

和

歌

可

讀
也
」

と

あ
り

、

一

首
題
の

時
と

、

そ
れ

以
上

の

題
の

時
で

は
、

読
み

上

げ

方
が

異
な

る
と

す
る

。

ま
た
、

清
書
に
つ

い

て

は

「

清
書
ハ

三

行
三

字
二

書
也
但
三

四
首
ノ

時
ハ

必

不
然・
」
」

と

あ
っ

て
、

通
常
は

「

三

行
三

字
」

に

書
く
が

、

何
首
か
の

和
歌
を

続
け
て

書
写

す
る

と

き
に

は
、

必
ず
し
も

「

三

行
三

字
」

と

い

う
式
法
に

拘
る

必

要
が

な
い

と

す
る

。

　

題
の

読
み

方
に
つ

い

て

は
、

例
え

ば

『

袋
草

紙
』

に

は

コ
、

題
目

読
様

　
仮
令
、

秋

夜
同

詠
二

叢
夜
虫一

応
レ

製
和
歌
一

首
。

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　（
ヱ

如
二

仮
名一

読
レ

之
云
々

。

御
製
詠
給
ヘ

ル

ト

可
レ

読
。

」

と

あ
り

、

『

和
歌

色

葉
』

『

八

雲
御
抄
』

に

も

同

様
の

記
述
が

あ
る

。

い

ず
れ
も

『

真
俗
雑
記
』

に

あ
る

よ

う
な

、

和
歌
の

数
に

よ

る

読
み

上

げ
方
の

相
違
に

つ

い

て

は

記
さ

れ
て

い

な
い

。

　

ま
た

、

『

和
歌

秘
抄
』

に

は
、

次
の

よ

う
に

あ
る

。

　

　
　

題
読
様

　

　

あ

き
の

夜
お
な
じ

く
い

け
の

月
ひ

さ

し

く
あ
き
ら
か

な

り
と
い

へ

る
こ

と

を
よ

め

る
や

ま
と

う
た

　

　
　

詠
字
よ

む

様
、

説
々

多
。

　

　
　

亡
父

之
説

、

雖
レ

有
二

説
々
一

、

よ
め
る

と

読
、

可
レ

用
レ

之
。

　

　
　

清
輔
朝
臣
な
が
む

る

と

読、

不
レ

用

他
説一

。

　

　
　

又

謀
ゑ

い

ぜ
・

蟹
藷
蘿
羸
雛

罅
匳

　
『

和

歌
秘

抄
』

で

は
、

「

詠
」

の

字
の

読
み

方
に
つ

い

て

三
つ

の

説
が

あ
り

、

亡

き
父

俊
成
は

「

よ

め

る
」

、

清

輔
は

「

な

が
む

る
」

、

匡
房
は

「

ゑ
い

ぜ

る
」

で

あ
る

と
し

て

い

る

点
が

注

目
さ

れ

る
。

こ

の

記
述
を

『

真
俗
雑
記
』

に

当
て

嵌
め
て

み

る
と

、

一

首
題
の

時
は

「

詠
め

る
」

と

俊
成
読
み
で

あ

り
、

三

四

首
題
の

時
は

、

「

詠
ず
る
」

と
い

う
よ

う
に

匡
房
読
み
と

い

う
こ

と

に
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其
音
不
レ

微
。

　一

句
々

々

読
二

切
之一

。

髴
読
之

・

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

『

袋

草
紙
』

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
〔
11）

　

　

そ
の

こ

ゑ

か

す
か
な
ら

ず
、

た

か
・

ら

ず
、

く
ご

と
に

よ

み

き
る
べ

し
。

　
　
　
　
　
『

和
歌

色
葉
』

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
〔
12）

　

　

歌
ハ

一

句
不
二

微
音「

読
。

位
署
は

微
音
也

。

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

『

八

雲
御
抄
』

　

　

読
師
隨
レ

重
テ

頗
ウ
ッ

ブ

キ
テ

微
音
二

一

句
ヅ
、

読
レ

之
。

位

署
ハ

如
レ

法
微
音
也

。

静
二

指
音
二

読
也

。

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
『

八

雲
御
抄
』

　

　

　

　

　

キ

リ
ゴ
エ

　

　
一

句
ヅ
、

切
声
に

読
二

上
之
一

。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『

和
歌

秘
抄
』

　
『

袋

草
紙
』

で

は
、

読
み

上

げ
る

声
は

微
か

で
は

な
く

、

一

句
ず
つ

区
切
っ

て

読
み
、

に

読
む
と

あ
る

。

『

和
歌
色

葉
』

は
、

『

袋

草
紙
』

に

近
い

が
、

御
抄
』

御
稿
本
で

は
、

『

袋

草
紙
』

と

同

様
で

あ
る

が
、

御
精
撰

本
で

は
、

な

る

だ

ろ

う
。

こ

の

よ

う
に
、

『

真
俗

雑
記
」

の

題
の

読
み

方
は

、

和
歌
の

数
に

よ
っ

て

「

詠
」

の

読
み

方
を

使
い

分
け
て

い

る

こ

と

が

分
か
る

。

　

ま
た

、

和
歌
の

清
書
の

仕
方
に
つ

い

て

は
、

例
え
ば

『

袋
草

紙
』

に
、

「

一
、

和
歌
書
様
　
三

行
三

字
書
レ

之
。

但
近

代
不
二

必

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
9）

然一
。

故
老
書、

墨
黒
顕
然
可
レ

書
レ

之
。

不
レ

可
レ

執
二

手
跡一

云
々

。

」

と

見
え

、

他
の

歌
学
書
に

も

同
様
の

記
述
が

あ
る

。

た

だ
、

『

和
歌

色
葉
』

は

「

三

行
三

字
四

字
の

二

の

様
あ
る

中
に
」

と

し
な
が

ら
も
、

「

三

行
四

字
は

す
ぐ
れ
た

り
」

と

し
て

、

「

三

行
四

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
10）

字
」

を

評
価
し

て

お

り
、

歌

学
書
の

中
で

も
記
述
の

相
違
が

見
ら
れ

る
。

　
二

つ

目
の

項
目

「

二

　

講
歌
事
」

で

は
、

歌
会
の

次
第
が

語
ら

れ

て

い

る
。

そ
の

中
か
ら

特
に

、

歌
を

披
講
す
る

際
の

「

声
」

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ア

ケ

テ

に

注
目
し
た
い

。

『

真
俗
雑
記
』

で

は

「

講
師
指
聲
二

讀
之
次

讀
師
又

揚
レ

聲
講
レ

之
」

と

あ
り

、

講
師
が

指
声
に

読
み

上

げ
た

後
、

引
き

続
い

て

読
師
が

、

声
を

高
め
て

講

ず
る
と

す
る

。

そ
の

和
歌
を

読
み

上

げ
る

所
作
に
つ

い

て
、

他
の

歌
学
書
で

は

以

下
の

よ

う
に

見
え
る

。

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

但
至

位
署

髣

（

御
稿

本）

（

御
精
撰
本
）

　
　
　
　

　

　

　

　

　

名
を

書
い

た

位
署
に

至
っ

て

は
、

仄
か

声
は

高
す
ぎ
て

も
い

け
な
い

と

規
定
し

て

い

る
。

次
に

、

『

八

雲

　
　
　
　

「

微
音
一

二

句
ヅ
・

読
レ

之
。

」

と

あ
り、

読
師
の

声
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（
13）

が

微

音
に

変
化
し

て
い

る
。

『

和
歌
秘
抄
』

で

は
、

声
の

大
き

さ
に
つ

い

て

の

言

及
は

無
い

が
、

一

句
ず
つ

区
切
る

読
み

方
を

「

切
声
」

と

記
し
て
い

る
。

　
こ

の

よ

う
に

他
の

歌
学
書
で

は
、

講
師
の

読
み

方
は
一

句
ず
つ

区

切
っ

て

読
む

「

切

声
」

で

あ

り
、

ま

た
、

声
の

大
き
さ
に

つ

い

て

『

八

雲

御
抄
』

御
精
撰
本
で

は
、

読
師
の

声
が

微
音
に

変
化
し
て

い

る
。

つ

ま

り
、

『

真
俗
雑
記
』

に

あ
る

よ

う
な

記

述

は

他
の

歌

学
書
に

は

見
ら

れ

ず
、

『

真
俗
雑
記
』

独
自
の

記

述
と

し
て

注
目
さ
れ
よ

う
。

　

三
つ

目
の

項
目

「

三

　
讀
師
講
師

問
事
」

で

は
、

和
歌
を

読
み

上

げ
る

回
数
の

記
述
に

着
目
す
る

。

『

真
俗
雑
記
』

で

は

「

旦ハ

指
聲
三

反
可

讀
也
若
秀
歌
出

来
ノ

時
ハ

四
五

反

詠
之

云
々

」

と

あ
り

、

共
に

指
声
に

三

返

読
む

こ

と
、

ま
た

、

良
い

歌
が
出

来
た

場

合
は

、

四

五

返

繰
り

返
し
読
み

上

げ
る

と
し

て
い

る
。

　

こ

の

回

数
に
つ

い

て
、

例
え
ば

『

袋
草
紙
』

で

は
、

　

　

　
次
可
レ

然
人
々

同

音
詠
レ

之
。

但
初

音
不
二

助

音
紬

次
音
可
二

加
詠｝

歟
。

又

為
二

後
進一

人
不
レ

可
二

進
詠
ワ

之
。

有
レ

序
之

時

　

　

堪
能
人
々

吟
詠

。

秀
句
其
後
詠
歌
也

。

次
詠
三
一

返
之
つ

又

置
二

次
歌
→

の

よ

う
に

、

三

反
読
む
こ

と

が

記
さ
れ

て

い

る
。

『

和
歌
色

葉
』

『

和
歌
秘

抄
』

に

も
同

様
の

記

述
が

あ
る

が
、

い

ず
れ

も

『

真

俗
雑
記
』

に

あ
る

よ

う
な

、

秀
歌
を
四

五

返

繰
り
返
し

読
み
上

げ
る

と
い

っ

た

記
述
は

見
ら

れ
な

い
。

こ

れ

も

『

真
俗

雑
記
』

独
自
の

記
述
と

し

て

指
摘
で

き
る

。

　

四
つ

目
の

項
目

「

四

　
和
歌
序
事
」

に

は
、

和
歌
の

序
の

書
き
方
が

記
さ
れ

て

い

る
。

特
に

、

「

凡
和
歌
序
者
無
式
法
以
此

為

習
云

々

」

と

い

う
記
述
に

着
目

す
る
と
、

『

袋
草

紙
』

に

「

和
歌

序
故
実
」

と
し

て

次
の

よ

う
に

記
さ
れ

て

い

る
の

が

注
意
さ

れ
る

。

　

　

　

維
順

朝
臣
日

、

故
師
匡
房
日

、

　
和
歌
序
有
二

書
様一

。

学
テ

可
レ

署
事
也

。

其
説
日

、

无
二

式
法
ハ

无
レ

様
。

唯
以
レ

所
レ

記

　

　

書
レ

之
。

以
二

如
レ

此
之

知一

為
二

知
学一

也
云
々

。

　

大
江

匡
房
に

よ

れ
ば

、

和
歌
の

序
文
に

は

決
ま
っ

た

形
式
や

様
式
は
な

く
、

心
の

内
に

あ
る
こ

と

に

随
っ

て

書
け
ば

よ
い

と
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い

う
。

こ

の

箇
所
は

『

真
俊

雑
記
』

の

記
述
に

近
い

も
の

が

あ
る

。

あ
る

い

は

頼
瑜
は

、

こ

の

匡
房
の

説
を

引
用
し
た
の

か

も

し

れ
な
い

。

　
最
後
の

項
目

「

五

　
置
白
紙

儀
」

に

は
、

白
紙
を

置
く

作
法
が

記
さ
れ

て

い

る
。

も
し

突
然
に

難
し
い

題
を

出
さ

れ
た

場
合

は
、

題
目
と

紘
署
の

み

を
書
き

、

集
ま
っ

た

入
々

が
歌
を

覆
い

た

後
に

、

そ
れ
を

置
い

て

講
席
の

座
を

逃
げ
去
る

方
法
で

あ
る

。

こ

の

「

白
紙
を

置
く

作
法
」

に

つ

い

て

は
、

今
回
比

較
し
た

歌

学
書
全
て

に

見
る
こ

と

が

出
来
る

。

し
か

も
、

『

古
今
著
聞

集
』

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　

黄）

巻
第
五

「

民
部
卿
泰
憲
白

紙
を

置
き
て

逐

電
の

事
并
び
に

關
白
師
實
位
署
の

事
」

に

は
、

「

白
紙
を

置
事
は

作
法
あ

る

事
也

。

題
・

位
署
ば

か

り
を

書
て

、

諸
人
の

歌
を
き
て

後
、

こ

れ
を
置
て

逐
電
し

て
、

講

席
の

塵
に
ゐ

ざ
る

と

か

や
。

」

と

の

逸
話
が

あ

る
こ

と

か
ら
、

こ

の

作
法
は

『

真
俗
雑
記
』

と

同
時
代
の

巷

間
に

、

広
く
弘
ま
っ

て
い

た
と

考
え
る

こ

と

が
で

き
る

。

　
こ

こ

ま
で
、

『

真
俗
雑
記
』

歌
会
作
法
の

注
目
さ
れ

る

箇
所
に
つ

い

て
、

他
の

歌

学
書
と

比
較

検
討
し
て

み

た
。

そ
の

結
果
を

纏
め

た

も
の

が

次
頁
の

表
で

あ
る

。

　

 
の

和
歌
の

題
の

読
み

方
で

は
、

『

真
俗
雑
記
』

は

和
歌
の

数
に

よ
っ

て

「

詠
め

る
」

と

「

詠
ず
る
」

を

使
い

分
け
て
い

る
。

『

和
歌
秘
抄
』

の

記
述
を

当
て

嵌
め

れ
ば

、

そ

れ

は
、

俊
成
か
ら

定
家
へ

続
く
御
子
左
家
の

説
と

、

大
江

匡
房
の

説
を

併
せ

持
っ

た

も
の

と

言
え

る
。

 
清
書
を

三

行
三

字
で

書
く
こ

と

は
、

『

和
歌
色
葉
師

が

「

三

行
四
字
」

を

評
価
し
て

い

た

も
の

の
、

今
回

比

較
し
た

全
て

の

歌

学
書
に

見
る
こ

と

が

出
来
た

。

 
歌
を

指
声
に

読
み

上

げ
る

こ

と

に
つ

い

て

は
、

『

八

雲

御
抄
』

御
精
撰

本

に

「

指
音
」

と

し
て

近
い

記
述
が

見
ら
れ

る

も
の

の
、

そ
の

他
の

歌

学
書
に

は

見
ら
れ

ず
、

『

真
俗
雑
記
』

の

独
自
の

も
の

と

言

え

る
。

 
 
の

歌
を

読
み

上

げ
る

回
数
に
つ

い

て

は
、

三

返
は

見
ら
れ

る
が

、

秀

歌
は

四
五

返

詠
ず
る
と
い

っ

た

記

述
は

見
ら

れ

な
い

。

 
和
歌

序
の

故
実
は

、

『

袋
草
紙
』

の

記
述

か
ら

、

匡
房
の

説
を
取
り
込
ん

で

い

る

と

思
わ

れ

る
。

ま
た
、

 
白
紙
を

置
く

作
法
は

、

『

古
今
著
聞

集
』

の

話
の

中
に

も
見
ら
れ
る
こ

と

か
ら

、

当
時
弘
ま
っ

て

い

た

作
法
で

あ
っ

た
と

考
え
ら
れ

る
。

　
以

上
、

『

真
俗
雑
記
』

歌
会

次
第
の

作
法
を

、

他
の

歌
学
書
と

比

較
し
た

結
果

、

全
く
同

文
の

も
の

は

な
い

こ

と
が

明
ら

か

と
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『

真
俗
雑
記
』

『

袋
草
紙
』

『

和
歌
色
葉
』

『

八

雲
御
抄
』

（
御
稿
本
）

『

八

雲
御
抄
』

（
御
精
撰
本
）

『

和
歌

秘
抄
一

 
和
歌
題
の

読
み

方

ヨ

（
詠
メ

ル
・

詠
ズ

ル
）

℃
（

詠
ム
）

○
（
詠）

　

○

ヨ

（
詠
ミ

テ
）

　

○

ヨ

（
詠
メ

ル
）

 
清
書
は
三

行
三

字

○

　
　
△

（

三

行
四

字）

○

○

 
指
声
に

読
む

×

×

X

　
△

（
指
音
）

　
X

（

切
声
）

 
三
返

読
み
上

げ
る

○

○

×

○

 
秀
歌
は

四
五

返

×

×

X

×

 
和
歌
序
の

故
実

○

×

×

X

 
白
紙
作
法

○

×

○

○

N 工工
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な
っ

た
。

特
に

、

『

真
俗
雑
記
』

歌
会
次
第
は

、

項
目

別
に

簡
潔
に

纏
め
ら

れ

て

お

り、

次
第
と

し
て

の

意

識
が

強
く
表
れ

て
い

る

と

言
え
る

。

『

真
俗

雑
記
』

独
自
の

記
述
も

存
在
し

、

こ

れ
は
一

般
の

歌
人
の

世
界
と

は

異
な
る

、

僧
侶
世
界
に

お

け
る

歌
会

の

様
相
を
垣

間
見
せ

て
い

る
も
の

と

思
わ

れ

る
。
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講
師
の

声
−
切

声
と

指
声
を
め

ぐ
っ

て

ー

　
歌
を

披
講
す
る

際
の

「

声
」

に
つ

い

て
、

『

袋
草

紙
』

を

は

じ

め

と

す
る

歌
学

書
で

は
、

講
師
の

声
は
一

句
一

句
区

切
っ

て

読

み

上

げ
る

と

い

う
「

切
声
」

で

あ
る

の

に
対
し

、

『

真
俗
雑
記
』

で

は
、

講
師
が
指
声
に

読
み

上

げ
た

後
、

読
師
が

声
を

高
め
て

講
ず
る

と

い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

「

指
声
」

は
、

他
の

歌
学
書
に

は

見
ら
れ

ず
、

『

真

俗
雑
記
』

歌
会

次
第
の

特
徴
的
な

点

と

し
て

指
摘
で

き
よ

う
。

そ
こ

で
、

こ

の

講
師
の

「

声
」

に

注
目

し
、

「

切
声
」

と

「

指
声
」

の

違
い

に
つ

い

て
、

今
少
し

考
察

を

加
え
て

み

た
い

。

　
先
ず

、

「

切
声
」

に

つ

い

て

は
、

『

智
山

事
相
事
典
』

に

「

切
音
に

も
つ

く
る

。

声
明
用
語
の
一

つ

で
、

経
文
等
を
読
む
と

き
、

音
を

切
っ

て

読
む

方
法

。

あ
た

か

も
雨

滴
の

ポ

ツ

リ

ポ

ツ

リ

と

落
ち
る

よ

う
に

唱
え
る

と

も
い

う
。

竪

義
の

中
で

竪

者
が

答
を

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
15）

唱
え
上

げ
る

と

き
こ

の

切

声
を

用
い

る
」

と

あ
る

よ

う
に

、

現
在
で

も
声
明
で

用
い

ら

れ

て
い

る
。

論
義
に

お

い

て

も
、

例
え

ば
、

広
音
記
『

伝

法
大
会
手
鑑
』

に

は
、

「

竪

者
ハ

毎
レ

ニ

重

取
二

如
意一

置
レ

之

各
有
レ

也
竪

者
至
レ

マ

テ

取
ニ

ニ

第
四
重
ノ

牒一
ヲ

引
声
二

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
16）

唱
レ

之

第
四

重
ノ

答
以

下
切
声
二

唱
レ

之
」

と

あ
っ

て
、

「

引

声
」

と
と

も
に

「

切

声
」

に

唱
え
る

こ

と
が

説
か
れ

て

い

る
。

ま
た

、

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
17）

憲
淳
に

よ
っ

て

記
さ
れ

た

『

醍
醐
寺
文
書
』

弘
安
七

年
七

月
十
三

日
条

に

は
、

　
　

　

　
　
二

五

三

八

　
六

字

法
記

　
　

大
阿

闍
梨
遍

智
院
法
印
実

勝

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ま

　
　

　

　
　
　

　
　
報
恩
院
憲

−
御
記
也

（

中

略
）

　
　

後
夜

、

仏
供
略
之

、

粥
供
之

、

五

悔
、

糴
尸

二

発

願
用
之
（

中
略
）

　
　
一

後

夜
日
中
五

悔
ハ

切
音
二

読
之
、

廻
向
方
便
ノ

躰
也

、

御

修
法
ハ

長
日

之
事
ナ
ル

間
、

早
ク
モ

読
也

、

仁

和
寺
ニ

ハ

ソ

レ

モ

切

264
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立

目

二

誌
叭

也
、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
（
18）

と

あ

り
、

「

切
声
」

「

切
音
」

で

読
む
こ

と

が

記
さ

れ
て
い

る
。

こ

こ

で

は
、

「

切

音
」

が

「

廻
向
方
便
ノ

躰
」

で

あ
る

と

記
さ
れ

て

い

る

点
も
注
目
さ
れ

よ

う
。

　
こ

の

よ

う
に

、

歌
学

書
に

見
ら
れ

た

「

切

声
」

は
、

歌
会
以

外
に

も
、

声
明
や

、

論
義
の

場
に

お
い

て

用
い

ら

れ
て
い

た

声

な
の

で

あ
る

。

　
で

は
、

『

真
俗
雑
記
』

の

「

指
声
」

は
ど

う
で

あ
ろ

う
か

。

「

指
声
」

に

つ

い

て
、

『

日

本
音
楽
大
事
典
』

に

は

「

（

一
）

声
明

の

講

式
や

論
義
で

、

山
型
の

抑
揚
で

シ

ラ

ビ

ッ

ク
に

素
早
く
唱
え
る

部
分
を
い

う
。

（

二
）

平
曲
で

、

シ

ラ
ビ

ッ

ク
に

よ
ど
み

な

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　（
19V

く
語
る

曲
節
を
い

う
。

（

三
）

能
で
、

サ
シ

の

別
称
ま

た
は

古
称
の
一

つ

」

と

あ
り

、

講
式
や

論
義

、

平
曲
や

能
と
の

関
わ

り
が

　
　

　

　
　

　（
20）

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

　

能
に

お

け
る

「

指
声
」

の

用
例
は

、

世

阿
弥
の

『

三

道
』

に

「

指

聲
た
ぶ

く
と

云

（

ひ
）

て
、

古
歌
に

て

も
、

名
句
な
ど

に

て

も

あ
れ

、

耳
近
に

、

し
か

も
面

白
き

文
句
を

、

指
聲
よ

り
、

只

詞
交

り
に

、

七
八

句
云

ひ

下

（

し
）

て
、

さ
て

、

一

聲
に

　
　

　
〔
21）

掛
る
べ

し
。

」

と

あ
る

。

能
の

「

サ
シ
」

は
、

拍

子
に

合
わ

せ

ず
に

節
を

付
け
て

淀
み

な

く

謡
う
の

が

特

徴
で

あ

り、

こ

れ

が

『

真
俗
雑
記
』

の

い

う
「

指
声
」

と

同
様
で

あ
れ

ば
、

一

句
一

句
区

切
っ

て

読
み

上

げ
る

と
い

う
「

切
声
」

と
は

明
ら
か
に

異
な

る

も
の

と

言
え
よ

う
。

　
こ

の

「

指
声
」

は
、

連

歌
の

執
筆
作
法
を

説
い

た

梵
灯

（

＝
二

四

九

−
一

四
三

三

以

前
）

庵
主
の

『

長
短
抄
』

に

も
、

次
の

よ

う
に

記
さ
れ

て

い

る
。

　
　

　
一

、

執
筆
作
法
覩
挿

　
大
方
ヲ

注
也

、

會
集
座

、

定
ア

リ
、

先
執
筆
圓
座

之
邊
二

蹲
、

貴
人
ノ

御
目
二

隨

而
圓
座
二

付、

　
　

　

　
フ

タ

　
　

硯
ノ

盖
ヲ

ア

ケ
テ

紙
ヲ

押
折
テ

文
臺
二

置
キ

、

墨
ヲ

三
ス

リ
五

ス

リ
ス

ル

ベ

シ
、

長
々

ト
ス

ル

事
ワ

ロ

シ
、

（

中

略
）

何

方
　
65

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　

ヨ

リ
モ

發
句
イ
ヅ
レ

バ

請
取
テ

、

賦
物
ヲ

當
座
之

堪
能
二

相
尋
テ

可
書

、

句
ヲ

バ

請
取
テ

云

ア

ゲ

テ

書
テ

又

指
聲
二

讀
ミ
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（
怨

　

　

ア

ゲ

テ

作
者
ヲ

書
也

、

　

こ

の

よ

う
に

「

指
声
」

は
、

連
歌
の

世

界
に
お
い

て

も
使
わ

れ
て
い

た
こ

と

が

分
か
る

。

言
葉
に

少
々

節
を

付
け
て

詠
吟
す

　
鰯

る

と

い

う
こ

と
を

意
味
す
る

の

で

あ
ろ

う
。

事
実

、

『

真
俗
雑
記
』

「

詠
歌

事
」

の

後
に

記
さ
れ

る

「

連
歌

事
」

に
は

、

　

　

　

　
四

　
連
歌
事

　

　

人

名
ヲ

連

歌
終
二

書
之
也

言
出
之

時
ハ

指
聲
ニ

テ

更

不
可
有
鉤
連

歌
ニ

ハ

鎖
字
頗

有
禁
忌一

歟

仍
用
鉤
字
云
々

と

あ

り
、

ま
さ

に

「

指
声
」

を

「

淀
み

な

く
読
み
上

げ
る
」

も
の

と

し
て
い

る

の

で

あ
る

。

こ

の

『

真
俗
雑
記
』

の

連
歌
に

お

け
る

「

指
声
」

の

記
述
は

、

連
歌
の

世

界
に

お
い

て

も
比
較

的
早
い

時
期
の

用
例
と

し
て

注

目
さ
れ

る
。

　

で

は
、

僧
房
世

界
に

あ
っ

て

「

指
声
」

は

ど
の

よ

う
な
も
の

で

あ
っ

た
の

で

あ
ろ

う
か

。

先
に

引
用
し

た

『

日

本
音
楽
大
事

典
』

に

も

あ
っ

た
よ

う
に

、

論
義
に

お
い

て

「

指
声
」

は

用
い

ら

れ
て
い

た
。

順

継
『

釋
摩
訶
衍
論
第
十

短
冊
』

の

板
本
に

は
、

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
23）

間
者
は

「

指
音
」

、

答
者
は

「

切
音
」

に

唱
え
る
こ

と

が

記
さ
れ
て

い

る
。

順
継
は

頼
瑜
の

弟
子
で

あ
り

、

頼
瑜
周
辺
に

お
い

て
、

「

指
声
」

「

切
声
」

を

用
い

た

論

義
が

行
わ
れ

て

い

た
こ

と
の

証
左
と

な
ろ

う
。

　

以
上
の

こ

と

か

ら
、

『

真

俗
雑

記
』

「

詠
歌
事
」

や

「

連
歌

事
」

に

見
ら

れ
た

「

指
声
」

に

は
、

論
義
に

お

け
る

「

指
声
」

が

重
ね

合
わ

さ
れ
て

い

る

と

考
え
る
こ

と

が
で

き
る

。

論
義
で

は
、

「

指

声
」

と

と

も
に

「

切
声
」

も

用
い

ら

れ
て

お

り、

『

真
俗

雑
記
』

が

和

歌
や

連
歌
を

読
み
上

げ
る

際
、

何
故
「

指
声
」

だ

け
を

用
い

た

の

か
に
つ

い

て

は

今
後
さ

ら

に

検
討
し
な

く
て

は

な
ら

な
い

が
、

少
な

く
と

も
、

僧
房
世
界
に

お
け
る

和
歌
披
講
の

声
は

、

論
義
に

お

け
る

間
者
の

声
を

取
り
込
ん

だ

も
の

と

見

　

　

　

　

　

（
24）
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ア

ケ
テ

る

こ

と

が
で

き
る

。

つ

ま

り、

『

真
俗

雑
記
』

に

見
ら
れ

る
、

「

講
師
指
聲
二

讀
之
次

讀
師
又

揚
レ

聲
講
レ

之
」

と
い

う
の

は
、

講

師
が

論
義
に

お

け
る

「

指
声
」

の

よ

う
に

、

淀
み

な

く
一

音
一

音
読
み

上

げ
る

「

声
」

で

あ
っ

た

の

で

あ
る

。
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お
わ

り
に

　
『

真
俗
雑

記
』

歌

会
次

第
に

は
、

秀
歌
を
四

五
返

繰
り
返
し

読
み

上

げ
る

と

い

う
記
述
や

、

講
師
が

「

指
声
」

に

読
み

上

げ
る

と
い

っ

た
、

他
の

歌
学

書
に

は

見
ら

れ

な
い

独
自
の

記
述
が

存
在
し

た
。

特
に

「

指
声
」

は
、

論
義
の

世

界
で

用
い

ら

れ
て

い

た

唱

え
方
で

あ
り

、

頼

瑜
周

辺
に

お

い

て
、

そ

れ
を

和
歌
や

連
歌
の

披
講
の

声
と

し
て

取
り
入
れ
た

も
の

と

考
え
ら
れ

る
。

あ

る
い

は
、

詠
歌
の

場
が

論
義
の

場
と

繋
が
っ

て

い

た
の

か

も
し
れ

な
い

。

さ

ら
に

言
え
ば

、

論
義
に

お

け
る

「

指
声
」

が
、

僧

房

世
界
に

お

け
る

和
歌

や

連

歌
の

披
講
の

声
と

し
て

用
い

ら

れ
、

や
が

て

能
の

「

サ
シ
」

に

も
繋
が
っ

て
い

く
と
い

う
、

声
の

系
譜
を
見
る
こ

と
は

で

き
な
い

で

あ
ろ

う
か

。

　

今
後
は

、

音
楽

関
係
の

書

物
で

あ
る

楽
書

、

そ
の

中
の

殊
に

「

朗
詠
」

な
ど
と

い

っ

た

「

声
」

に

関
わ

る

記
述
を

見
て
い

く

と
と

も
に

、

『

真

俗
雑
記
』

の

歌

会
次
第
を

広
く
和
歌
史
・

連
歌
史
の

中
に

位
置
づ

け、

頼

瑜
周
辺
の

文
学
活
動
を

考
察
し

、

真

言
圏
に

お

け
る

文
芸

世
界
を

更
に

探
っ

て
い

き
た
い

と

考
え
て
い

る
。

　
　
註

　
　
（

1
）

『

真
俗
雑
記
』

に

見
ら
れ

る

頼
瑜
の

和
歌
や
歌

書
目

録
等
に
つ

い

て

は
、

こ

れ
ま
で

に

以
下
の

考
察
を

試
み

た
。

拙
稿
A
「

頼
瑜

　
　
　
　

撰
『

真
俗
雑
記
問
答
鈔
』

考

−
上

覚
『

和
歌
色

葉
』

と
の

関
連
か

ら

ー
」

（

大
東
文
化

大
学
日

本
文
学

会
編

『

日

本
文
学
研
究
』

　
　
　
　

第
四

十

号
、

平
成
十
三

年
二

月
）

、

同
B
「

頼
瑜
僧
正
の

和
歌
に
つ

い

て

の
一

考
察
」

（
頼
瑜
僧
正
七

百
年
御
遠
忌

記
念
論
集
『

新

　
　
　
　

義
真
言

教
学
の

研

究
』

大

蔵
出
版

、

平
成
十
四

年
十
月
）

、

同
C
「

頼
瑜
の

学
問
と

和
歌
」

（

佐
藤

彰
一

氏
・

阿
部
泰
郎
氏

編
『

中

　
　
　
　
世
宗
教
テ

ク
ス

ト
の

世
界
へ
』

名
古
屋
大
学

大
学
院

文
学
研
究
科、

平
成
十
五

年
三

月）
。

　
　
（
2

）

巻
数
は

、

大
谷
大
学
本
『

真
俗
雑
記

問
答
鈔
』

に
拠
る

。

な
お

、

『

真
言

宗
全

書
』

本
で

は
、

第
十
五

に

収
め

ら

れ

て

い

る
。

267

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

（

3
）

歌

会
の

次
第
・

作
法
に
つ

い

て

は
、

主
に

以
下
の

先
行
研
究
が

あ
る

。

井
上

宗
雄

氏
『

中
世

歌
壇
史
の

研
究

　
室
町
前

期
』

風

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

68

　
　

間

書
房、

昭
和
三

十
六

年
十
二

月）
、

同

「

中
世
歌

壇
史
の

研
究
　
南

北
朝
期
』

（

明
治

書
院

、

昭
和
四

十
年
十
一

月
）

、

久
保
田

　

2

　
　

淳

氏
「

別
本

『

和
歌
秘
抄
』

（

和
歌
書
様
）

に
つ

い

て
」

（
『

中
世
文
学
』

第
十
七

号、

昭

和
四
十
七

年
五

月
）

、

中

野
靖
氏
「

聖
護

　
　

院

蔵
「

御
歌

御
会
之

次
第
』

（

翻

刻
・

解
説）
」

（

『

中

世
文
芸

論
稿
』

第
八

号
、

昭
和
五

十
八

年
十
一

月）
、

川

平
ひ

と

し

氏
「

冷

　
　

泉

為
和
改
編
本

『

和
歌
会
次

第
』

に
つ

い

て

ー
〈

家
説
〉

の

ゆ
く
え
ー

」

（

『

跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
』

第
十
二

号
、

昭
和
五

十

　
　

九

年
三

月
）

、

同
「

定
家
著
『

和
歌
書
様
』

『

和
歌
会
次
第
』

に
つ

い

て

　
付
・

本
文
翻
刻
」

（

『

跡

見
学
園
女
子
大
学
紀
要
』

第
二

　
　

十
一

号
、

昭
和
六

十
三

年
三

月
）

、

同
「

清
浄

光
寺
蔵
冷
泉
為
和

著
『

題

会
之

庭
訓
并

和
歌

会
次
第
』

に
つ

い

て
」

（
「

跡
見

学
園

　
　

女

子
大
学
紀
要
』

第
二

十
三

号
、

平
成
二

年
三

月）
、

菊
地

仁
氏
「

〈

歌
合
〉

〈

歌
会
〉

の

場
」

（

『

国

文
学
』

3217

、

昭
和
六

十

　
　
二

年
六

月）
、

紙
宏

行
氏

「

和
歌
の

披
講
次
第
と

表
現
（

序
）

」

（
『

文
芸

論
叢
』

第
三

十

号
、

平

成
六

年
三

月）
、

小

池
一

行

氏

　
　
「

歌
会
歌

　
明
応
五

年
十
一

月
十
日

和
歌
御
会
−
次

第
と

披
講
を
視
点

に

ー
」

（

『

和

歌
文
学

論
集
』

第
五

巻
、

風
間

書
房、

平
成

　
　
七

年
九

月）

な
ど

。

（

4
）

諸

本
を

比
較
し
て

み

る

と
、

大
き
な
記
述
の

相
違
は

見
ら
れ

な
い

。

た
だ
し
、

大

谷
大
学
本
十
六

行
目
の

「

講

師
」

は
、

種
智

　
　

院

大
学
本
の

「

読
師
」

と

あ
る

の

が

本
来
で

あ
ろ

う
。

ま
た

、

十
八

行
目
の

「

読
師
」

で

あ
る
が

、

他
の

諸
本
で

は

「

講

師
」

と

　
　

な
っ

て

お

り
注
意
さ
れ
る

。

今
後
さ
ら
な
る

検
討
が

必
要
で

あ
ろ

う
。

（
5

）

『

真
俗
雑
記
』

第
五

巻
の

歌

書
目

録
に

は
、

「

奥
義
抄
　
一

字
抄

　
初
學
抄

　
類

聚
歌
林
　
袋
造

紙
　
今
撰

集
　
巳
上

　
鞭

黼

備
」

　
　

と

あ

り
、

歌
学
書
の
一

つ

と

し
て

『

袋
草
紙
』

の

名
が

挙

げ
ら
れ

て
い

る
。

（
6）

『

和
歌
色
葉
』

に

つ

い

て

は
、

前
掲
注
（
1

）

拙
稿
A
に

お
い

て
、

『

真
俗
雑
記
』

第
五

巻
の

歌
書
目

録
に
見

え
る
「

顕

昭
色

葉
」

　
　

が、

『

和

歌
色

葉
』

に

近

似
す
る

も
の

で

あ
ろ

う
こ

と

を
論
じ
た

。

（

7
）

佐
々

木
信
綱
氏
編

『

日

本
歌
学
大
系
』

第
二

巻
（

風
間
書
房、

昭
和
四
十
三

年
八

月
）

所
収
の

も
の

に

拠
る

。

（

8
）

佐
々

木

信
綱
氏
編

『

日

本
歌
学
大
系
』

第
三

巻
（

風
間
書
房、

昭
和
四
十
四

年
五

月
）

所
収
の

も
の

に

拠
る

。
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頼瑜の 歌学 （高橋）

（

9
）

墨

を
黒

く
鮮

明
に

書
写

す
べ

き
で

あ
る

こ

と

に
つ

い

て

は
、

『

真
俗
雑
記
』

「

詠
歌
事
」

の

前
に

置
か
れ
た

「

作
文
事
」

の

中
に

　
　

お
い

て

も
、

「

凡

貴
人
之

御
前
ニ

テ
ハ

名
ヲ

黒
ク

可
書
是
故

実
也
云
々

騾
」

と

記
さ
れ

て

お

り

注
目

さ
れ
る

。

（

10
）

そ
の

他、

「

悦
目

抄
』

に

は

「

歌
は

二

行
七

字
に

書
き

、

若
は
三

行
三

字
、

三

首
に

あ
ま
れ

ば
二

行
七

字
に

書
く
な

り
。

五

　
　

七
々

々

七
と

書
く

な
り

」

（

『

日

本
歌
学

大
系
』

第
四

巻
所
収
）

と

あ
り

、

『

正

徹
物
語
』

上

巻
十
三

段
に

は

「

雅
経
は

定
家
の

門

　
　

弟
た

り
し

程
に

代
々

み

な
二

條

家
の

門

弟
の

分
な

り
。

公

宴
な
ど
に

て

懐
紙
を
三

行
五

字
に

書
か
る

ば
か

り
ぞ

、

雅
経
の

家
の

か

　
　
は

り
め
に

て

あ
れ
、

其
他
は

何
に
て

も
た
“

二

條
家
に

同
じ
者

也
」

（

日

本
古
典
文
学

大
系
『

歌
論
集

　
能
楽
論
集
』

所
収
）

と

　
　

見
え
る
り

（

11
）

前
掲
注
（

8）

書
所
収
の

も
の

に

拠
る

。

（

12
）

久
曽
神
昇
氏
編

『

日

本
歌
学
大
系
』

別
巻
三

（

風
間
書
房、

昭
和
三

十
九

年
五

月
）

所

収
の

も
の
に
拠
る

。

（

13
）

『

八

雲
御
抄
』

の

御
稿

本
と

御
精
撰
本
と
が

、

正

反
対
の

規

定
を
し

て
い

る

こ

と

に
つ

い

て

は
、

田
野
慎
二

氏
「

和
歌
披

講
時
に

　
　
お

け
る

講
師
の

「

声
」

の

規
定
の

変

化
に
つ

い

て

ー
「

不
微
」

か
ら

「

微

音
」

へ

　
」

（

『

広

島
大
学
文
学
部
紀
要
』

第
五

十
七

号
、

　
　
平
成
九

年
十
二

月）

参
照

。

（
14
）

永
積
安
明
氏

島
田
勇
雄
氏
校
注

日

本
古
典
文
学
大
系
『

古
今
著
聞

集
』

（

岩
波
書

店
、

昭

和
四
十
一

年
三

月
）

所
収
の

も
の

に

　
　
拠
る

。

（

15
）

『

智
山

事
相
事
典
』

（

真
言
宗
智
山
派

、

平
成
十
年
六
月
）

「

切
声
」

の

項
（

布
施
浄

慧
氏
解
説）

に

拠
る

。

（

16
）

「

智
山
全

書
』

第
十
巻

（

智
山
全
書
刊
行
会、

昭

和
四
十
一

年
七

月
）

所
収
の

も
の

に
拠
る

。

（

17
）

「

大
日

本
古
文

書
』

家
わ

け

第
十
九

「

醍
醐
寺
文
書
之
十
一
」

（

東
京
大
学
史
料
編

纂
所、

平
成
十

年
三

月）

所
収
の

も
の

に

拠

　
　
る

。

（

18
）

現
在
で

も
天

台
宗
で

は
、

五

悔
を

唱
え
る

際
に

「

切
声
」

が

用
い

ら
れ
て

い

る

（
CD

『

天

台
声
明
　
金

剛

界
曼
茶
羅
供
』

（

コ

　
　
ロ

ム

ビ

ア

ミ
ユ

ー

ジ

ッ

ク
エ

ン

タ
テ

イ
ン

、

平
成
八

年
四

月
）

。
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（

19
）

『

日
本
音
楽

大
事
典
』

（

平

凡
社

、

平
成
元

年
三

月）

「

指
声
・

刺

声
・

サ
シ
コ

エ
」

の

項
（

蒲
生

郷
昭

氏
解
説
）

に

拠
る

。

（

2・
）

そ
の

輿

清
水
眞

澄
氏
は

・

秩
の

音
調
゜

節
に
つ

い

て
・

切
声
．

指
声
（

刺
声
）

重
尸

゜

泣

節
役
者
節
。

都
節
’

板
東

脚

　
　

節
な
ど
の

名

称
が

あ
る

こ

と

を

指
摘
さ
れ

て

い

る

（

歴
史
文

化
ラ

イ
ブ

ラ

リ

ー

『

読
経
の

世

界

能
読
の

誕
生
』

吉

川
弘
文
館

、

　
　

平
成
十
三

年
七
月
）

。

（

21
）

久
松
潜
一

氏

西
尾

実
氏
校
注

日
本

古
典
文
学
大
系
『

歌

論
集

能
楽
論
集
』

（

岩
波
書
店

、

昭

和
三

十
五

年
九

月）

所
収
の

も
の

　
　
に

拠
る

。

「

指
声
」

の

用
例
は

、

『

三

道
』

の

他
、

『

申
楽
談
儀
』

に

も

見
ら
れ

る
。

（

99一
）

伊
地
知
鉄
男
氏
編
『

連
歌

論
集
』

上

（
岩

波
書
店
〈

文
庫
〉

、

昭
和
二

十
八

年
十
月
）

所
収
の

も
の

に

拠
る

。

（

23
）

藤
田

隆
乗

氏
の

ご

教

示
に

よ

る
。

な
お
、

『

大
正
新

修
大
蔵
経
』

第
七

十
九

巻
、

『

日

本
大
蔵
経
』

真
言

密
教

論
章
疏
下
所

収
本

　
　
に

は
、

「

指
声
」

「

切

声
」

の

記
述
は

見
ら
れ

な
い

。

今
後

、

写
本
を
調
査

す
る

必
要
が
あ
る

だ
ろ

う
。

（

24
）

な
お

、

論

義
は
、

講
師
・

読
師
な
ど
の

僧
侶
官
位
の

資
格
試

験
と

し
て

も
用
い

ら

れ
て

お
り

、

今
後
は

歌

会
に

お

け
る
、

講
師

　
　
や

読
師
と
の

関
連
も
考
え

る
必

要
が

あ
る

だ
ろ

う
。

【

キ

ー

ワ

ー

ド
】

頼

瑜、

『

真
俗
雑

記
問
答
鈔
』

、

歌

会
次
第、

切
声

、

指
声

N 工工
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〈

付

記
〉

本
稿
は

、

第
三

回
智
豊

合
同
教
学
大
会
（

平
成
十
五

年
九

月
二

日
、

於

護
国

寺）

　
　

も
の

で

す
。

席
上
、

御
教
示
を

賜
り
ま

し
た

諸

先
生

方
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す

。

に

お

け
る

口

頭
発
表
を

も
と

に

成

稿
し
た


